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 NPO PTPL“ともいき”便り No.168 
平成 31年（2019年）4月 5日発行 

 

■清明（せいめい） 平成 31 年 4 月 5 日から 4 月 19 日までの節気  

 

4月です。「清明」の節気に入りました。 

各地で桜の満開も迎え、多くの見物客でにぎわっています。 

数年前に一度行ったのですが、皇居・乾通りの桜も 3月 30日から一般公開され、

多くの見物客でにぎわっています。宮内庁によると、桜は 31種 103本あり、最

も本数の多いソメイヨシノで、特にソメイヨシノは見ごろとのことです。 

（一般公開は 3月 30日から 4月 7日、入場時間は午前 9時から午後 3時 30分。） 

 

いよいよ平成の時代もあと１か月足らずになった４月１日（月）予定より少し

遅れた 11 時 40 分過ぎから菅官房長官から 248 番目となる新元号が発表されま

した。 

新元号は「令和（れいわ）」です。 

典拠は万葉集の梅の花の歌 32首の序文にある「初春の令月にして、気淑（よ）

く、風和（やわら）ぎ、梅は鏡前（きょうぜん）の粉（こ）を披（ひら）き、

蘭は珮後（はいご）の香（こう）を薫（かお）らす」。 

要約すると、「時は初春の良き月、空気は良く風もおだやかで、梅は鏡の前で

装うように白く咲き、蘭は身につけた香のように香っている」といった意味だ

そうです。 

典拠が初めて日本の古典である万葉集から選ばれたことは本当に良かったと思

います。 

※令月とは、２月の別名であり、同時に「何事をするにもよい月。めでたい月。」

の意味。 

 

さて、新しい時代は、どのような時代になるのでしょうか？  

混沌とする世界情勢の中、元来、日本人の DNA に宿る伝統を重んじる精神文化
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が世界中の人々にもっともっと理解され、支持される時代にしたいものです。

新しい時代を迎える今こそ、この新元号「令和」を機に、元号を通して連綿と

続く日本の歴史を学んでみるのもいいですね。 

 

さて、4月というと、日本では新年度のスタートです。新社会人、新入生など希

望と不安の入り混じった気持ちを持ちながら、人生の次の舞台に羽ばたく時期

でもあります。 

 

私は、日本には一年の始まりの日が 3つあると思います。 

一つ目は、1月 1日の元旦。現行カレンダー上での一年の始まりの日です。 

二つ目は、2 月 4 日前後の二十四節気「立春」。季節の移り変わり上での一年の

始まりの日です。 

三つめは、4月 1日の新年度の始まりの日です。 

一見、面倒くさいようですが、この 3 つの一年の始まりの日を考えると、先人

が育て培ってきた伝統文化を守りながら、時代にそって新しい時間の概念を取

り入れる、という日本人ならではの懐の深さを感じます。 

この感覚は年を表す西暦と元号（※皇紀を使う方もいますが・・・。）を同時に

使い分けることにもつながると思います。 

 

最後に「清明」の節気の行事について。 

4月 8日は「灌仏会（花まつり）」。旧暦 4月 8日に釈迦の誕生を祝して寺院で行

われる法会です。詳しくは「ともいき暦」をご覧ください。 

ともいき暦：http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2019/ 
 

4月に入ったとはいえ、朝晩の寒暖の差がまだまだあります。 

皆様、くれぐれもお身体ご自愛ください。 

    佐藤 誠（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE事務局） 

 

 

 

 

 

 

http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2019/
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 - 3 - 

■ともいき・ともうみ・ともさち、そして和。それは日本的なるもの「ジャパ

ネスク」 

●長寿の祝い。 

私の友人が 77歳の「喜寿」を迎えました、友人は近所に住んでいるので、夜二

人でそば屋に行って一杯。友人は、その後、家に帰り、家族に喜寿を祝っても

らったそうです。 

日本には生活の節目、生活にアクセントをつけるような行事が多いですね。 

満 60歳の「還暦」から祝うのが一般的ですが、このような長寿の祝いは、古く

は中国から伝わったものです。その後、日本の伝統・文化を織り交ぜて、今の

ような日本の長寿の祝いになったのです。 

 

数え年で 70歳の「古希」、77歳の「喜寿」、80歳の「傘寿」、88歳の「米寿」、

90歳の「卒寿」、99歳の「白寿」、100歳の「百寿」がいまでも生活習慣とし

て残っています。 

生活の節目として、また、生活にアクセントをつける意味でも残しておきたい

習慣ですね。 

(神に感謝する、世間に感謝する意味でも、年長者に敬意を払う意味でも残した

い生活習慣です。) 

◎様々な“しきたり”“ならわし”が忘れられてゆく中で、そこに込められた

意味を、もう一度確認し、日本人が長い歴史の中で培ってきた「生活の知恵」

「豊かな生活観」「人生観」を見直したいものです。 

 

 

勝田 祥三（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE理事長） 
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■事務局便り 
●4 月に入りました。「ともいき便り」も本号を持ちまして、丸 7 年たちました。

皆様には少しは季節の移り変わりを感じていただけると思っています。日本

の素晴らしい自然の移り変わりと豊かな恵み、私たちは本当に自然からいろ

いろなことを学び、生活の知恵として役立てていることを実感します。 
 今後とも、ご支援の程、どうぞよろしくお願いします。 
 
●日本というものを基盤において活動する NPO PTPL が企画制作運営するサ

イト・FB をご覧ください。 

「NPO PTPL 公式ホームページ」：http://www.plantatree.gr.jp/ 
 「ジャパネスク」：http://www.japanesque.tokyo/ 
 「ともいき暦」：http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/ 
 「タピラス」：http://www.tapirus.tv/ 

「ともいき ぐらし」：https://www.facebook.com/tomoikigurashi 

「おらが富士 計画 ふるさと富士山探し」 

https://www.facebook.com/oragafuji/ 

「不思議・驚き・魅力のジャパネスク」

https://www.facebook.com/japanesque.tokyo/ 

 

●会員募集のご案内 

 NPO活動（ジャパネスク運動）を推進していくためには、多くの皆さま方のご

支援・ご協力が不可欠です。 

 NPO PTPL では、常時、個人会員と法人会員を募集しています。この便りをお

読みの方で、ご本人またはお知り合いの方々にご案内いただければ幸いです。

お力添えのほど、どうぞよろしくお願いします。 

 詳しくは下記まで、メールまたはお電話・FAXにてお尋ねください。 

 

 

NPO PLANT A TREE PALNT LOVE事務局 

〒141-0022 東京都品川区東五反田 2-7-11 東都ビル 201号 

電話：03-6432-5911  ＦＡＸ：03-6432-5912  Email： info@ptpl.or.jp   

https://www.facebook.com/japanesque.tokyo/
https://www.facebook.com/japanesque.tokyo/

